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　 令和 8 年の新春を 迎え、 謹

んで年頭のご挨拶を 申し 上げ

ま す。

　 昨年を 振り 返り ま すと 2025

年は、 戦後80年と いう 節目の年であり 、 世界・ 日

本と も に大き な変化と 不確実性の中にあった一年

でし た。

　 世界では、 ロ シアによ る ウ ク ラ イ ナ侵攻は依然

と し て続いていま す。 ま た、 イ ス ラ エルと パレ ス

チナを 巡る 情勢についても 、 一時的な沈静化の動

き は見ら れま し たが、 根本的な不安定さ は解消さ

れていま せん。 中国によ る 台湾・ 日本への威圧的

行動など 、 地政学的リ ス ク の高い状態が続き ま し

た。

　 各国で自国優先の動き が一段と 強ま り 、 特にア

メ リ カではト ラ ン プ政権によ る 関税政策の影響を

受け、 世界経済が振り 回さ れま し た。

　 一方、 日本においては、 金利のある 世界への移

行が進み、企業経営や個人の資産形成においても 、

こ れま でと は異なる 判断が求めら れる 局面と なり

ま し た。 イ ン フ レ 傾向が続き 、 実質賃金の成長は

マイ ナス の状況にあり ま し たが、 その一方で企業

によ る 設備投資は比較的活発であり 、 将来を 見据

えた前向き な動き も 見ら れた一年であっ たと 思い

ま す。

　 建設業界に目を 向けま すと 、 資材価格の高止ま

り 、 慢性的な人手不足、 労働時間規制と いっ た課

題が引き 続き 重く のし かかり ま し た。 さ ら に 4 月

には建築基準法の改正も あり 、 住宅の着工件数が

大幅に減少する など 、 特に地方においては厳し さ

を 強く 実感する 一年であったと 思いま す。

　 こ こ で少し 昨年の組合事業の報告を さ せていた

だき たいと 思いま す。

　 昨年一年を振り 返り ま すと 、 昨年も 多く の事業

に取り 組んでま いり ま し た。

　 ま ずは 2 年に１ 度の研修旅行で大阪・ 関西万博

を 視察し ま し た、 大変暑い中ではあり ま し たが最

先端の技術に触れる と と も に、 組合員同士の親睦

を 深める 良い機会と なり ま し た。

　 ま た、 技能検定・ ト ラ イ アルの実施、 防火壁装

講習会の開催を 通じ 、 安全・ 安心、 そし て確かな

品質を支える 技能の底上げにも 努めてま いり ま し

た。

　 特に力を 入れてき たのが、 若手技能者の育成で

ございま す。

　 一昨年から 取り 組んでおり ま し た技能者育成動

画の下地処理編を 完成さ せま し て 、 組合ホ ーム

ページの組合員専用ページにアッ プし ており ま す

ので技能者育成に是非ご 活用を お願いいた し ま

す。 ま たこ れも 一作年から 実施し ており ま す若手

社員研修会ですが、 昨年も 多数の若手社員に参加

し ても ら いま し て内装工事に関する 基礎知識を学

んでも ら いま し た。 懇親会では若手同士の親睦も

深める こ と ができ ま し た。

　 こ のよ う に次世代を 担う 人材が学びやすく 、 成

長し やすい環境づく り を 進めてま いり ま し た。

　 さ ら に青年部会では、 工業高校への出前事業を

継続し て実施し 、 内装業の魅力や仕事のやり がい

を 若い世代へ直接伝えてま いり ま し た。

　 その成果と し て、 私の地元福山では来春には福

山工業高校から 4 名の生徒さ んが、 我々の内装業

界へ就職予定と なっており ま す。

　 昨年末には国土交通省中国地方整備局の皆様と

の意見交換会に出席さ せていただき ま し た。
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　 　 　 広装協

令和8 年 新年互礼会開催

　 ②

　 組合で は 去る 1 月 9 日（ 金） 午後 6 時か ら 、

A NA ク ラ ウ ン プラ ザホ テ ル広島にて、 令和 8 年

新年互礼会を 開催し ま し た。

　 互礼会は青山和之理事の司会進行で始ま り 、 岡

田展政理事長の挨拶の後、 自由民主党衆議院議員

平口洋法務大臣代理深田敦雄広島事務局長、 国土

交通省中国地方整備局の村田英樹建政部長から 祝

辞を頂戴し 、 広島県職業能力開発協会の空田賢治

専務理事に乾杯ご発声を し て頂き ま し た。 広島県

中小企業団体中央会の赤羽政哉主事にも ご臨席を

賜り ま し た。

　 今年は親会、 青年部会合同開催と いう 事で、 青

年部会から 役員のみなら ず部会員も 数多く 出席さ

れま し た。 和やかな歓談のあと 、 賛助会員、 組合

員（ メ ーカー） 計16社の方々に順次挨拶を 頂き ま

し た。

　 最後に、 中島祥治副理事長の中締め挨拶と 三本

締めで新年互礼会は無事終了し ま し た。

　 内装業界の現状を お伝えする と と も に、 国土交

通省様の建設業界への取り 組みについて大変詳し

く ご説明をいただき ま し た。 ご提供いただき ま し

た資料はこ ちら も 組合ホーム ページの組合員専用

ページに掲載を し ており ま すので御覧いただき た

いと 思いま す。

　 こ の他にも 親睦行事と し てゴルフ コ ン ペや組合

だよ り の発行など を 実施し てま いり ま し た。

　 あら ためて感じ る のは組合と し て組合員の皆様

への情報提供を し っ かり と 進める こ と がと ても 大

切と 考え て おり ま す。 em ailでの情報提供ができ

る よ う に組合のネッ ト 環境のセキュ リ ティ 対策を

進めている と こ ろ でございま す。

　 さ て、本年は干支で申し ま すと 60年に一度の「 丙

午（ ひのえう ま ）」 の年にあたり ま す。

　 丙午は情熱と 変革、 そし て飛躍の年でございま

す。

　 丙午の力を 借り ま し て今年も 組合理事一同、 内

装業界の発展に努めてま いり ま すので今年一年も

皆様のご協力を何卒宜し く お願い致し ま す。

深田事務局長（ 平口法務大臣代理） 国土交通省　 中国地方整備局　 村田建政部長

広島県職業能力開発協会　 空田専務理事 広島県中小企業団体中央会　 赤羽主事
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　 　 　 広装協　 ④

　 2026年 6 月を 目標に、 広装協では壁装ラ ベルの

WEB申請を 進めていき ま す！

　 ま ずは、 組合員様に 組合ホ ーム ページ か ら

WEB申請の申込を 行っていただき ま す。

　 組合での登録が完了し た 後、 申請さ れたIDと

パス ワ ード で、 WEB申請が可能と なり ま す。

　 組合ホーム ページにマニュ アルを 掲載致し ま す

が、紙の申請書と ほぼ同じ 内容と なっており ま す。

　 申請フ ォ ーム には、 選択式の箇所と 入力式の箇

所がございま す。

壁装ラ ベルのW EB申請について

　 検索シス テムと も 連動し ており 、 エラ ー箇所は

赤く 表示さ れま すので、 分かり やすい申請フ ォ ー

ムと なっており ま す。

　 現在、 事務局で準備を 進めている 段階です。

　 今後、 組合ホ ーム ページ へ「 WEB申請」 関連

の情報など を 追加し ていき ま すので、 ご期待く だ

さ い♪

　 準備でき ま し たら 、 組合員様へのご連絡は、 4

月～ 5 月を 予定し ており ま す。

　 申込を心よ り お待ちし ており ま す。

ｐ４ 壁装ラベルのWEB化について

2026年6月を目標に、広装協では壁装ラベルのWEB申請化を進めていきます！

まずは、組合員様に組合ホームページからWEB申請の申込を行っていただきます。
組合での登録が完了した後、申請されたIDとパスワードで、WEB申請が可能となります。

組合ホームページにマニュアルを掲載致しますが、紙の申請書とほぼ同じ内容となっております。
申請フォームには、選択式の箇所と入力式の箇所がございます。
検索システムとも連動しており、エラー箇所は赤く表示されますので、分かりやすい申請フォームとなって
おります。

現在、事務局で準備を進めている段階です。
今後、組合ホームページへ「WEB申請」関連の情報などを追加していきますので、ご期待ください♪

準備できましたら、組合様へのご連絡は、４月〜５月を予定しております。
申込を心よりお待ちしております。

③WEBでラベル申請可能となる

ID＆パスワード等、各社管理願います

②組合で登録

ID等、重複の場合は
組合から連絡
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　 平素は格別のお引き 立てを賜り 、 厚く 御礼申し

上げま す。

　 弊社は昭和22年の創業以来、 壁紙専業メ ーカー

と し て「 現場のプロ が本当に求める 施工性」 を 徹

底追求し てま いり ま し た。

　 主力商品でございま す「 パイ ン ブル」 シリ ーズ

は施工性の良さ が最大の強みでございま す。

　 特に注目いただき たいのが、 昨年末に発売致し

ま し た「 パイ ン ブルS」 シリ ーズよ り の派生商品

「 パイ ン ソ フ ト S（ 2025-2030見本帳収録）」 は、

厚みのある 高発泡商品で無地を 中心に設計さ れて

おり 、 下地の凹凸を し っ かり カバーし て継ぎ目が

目立たずピ タ ッ と 決ま る ため、 貼り 上がり の美し

さ が格段に向上し ま す。

　 柔軟性が高く 出隅・ 入隅も き れいに仕上がり 、

職人様のス ト レ ス を軽減し ま す。

　 全点抗菌・ 防かびでございま す。 16点の表面丈

夫仕様によ り 施工中の傷・ 破れも 少なく なり 、 撥

水機能の商品も 15点の収録と 後処理の手間も 最小

限に抑えら れ、 工期短縮と お客様

満足度の向上にも 有効です。

　 ま た、 今やト キワ の壁紙の代名

詞にも なっ ており ま す、 耐ク ラ ッ

ク 性能に優れた「 マッ ス ルウ ォ ー

ル」 は、 厚みがあり ながら 破れに

く く 、 柔ら かく て貼り やすい画期

賛助会員ご紹介

　 　 　 中　 川　 所長代理　

ト キワ工業㈱　 広島営業所

　 今年の干支は午（ う ま ） 年、 正式には丙午（ ひ

のえう ま ） です。

　 干支と は、 本来は十二支（ じ ゅ う にし ） だけで

なく 十干（ じ っ かん） と の組み合わせから なり ま

す。 十干と は「 甲乙丙丁戊己庚辛壬癸」 十二支

と は「 子丑寅卯辰巳午未申酉戌亥」、 こ の組み

合わせが60通り あり 、 甲子（ き のえね） から はじ

ま っ て癸亥（ みずのと い） で終わる 。 干支が一巡

し て暦が元に還る から 60歳で「 還暦」 と な り 、

人生が「 も う 一度始ま る 」 と か言われま す。

　 干支の使われる 例と し ては、 甲子園球場は甲
（ き のえ ） の子（ ね） の年に完成し て いて 干支の

最初の組合せで縁起がいいと さ れている ので名

付けら れていま す。 広島市にある 庚午と いう 地

名は干潟干拓工事の着工し た年が庚（ かのえ） の

午（ う ま ） でし た。

　「 丙午に生ま れ女は気性が荒く 、 夫の寿命を

縮める 」 と いう 迷信があり 、 60年前の昭和41年

は出生数が極端に低く なっていま す。 と こ ろが

残念なこ と にそれでも 現在の出生数よ り はかな

り 多いです。 今年については全く こ んな話を 耳

にし ないのは時代の変化であり 、 そんなこ と を

言っ た日には大炎上、 袋叩き の対象になる から

でし ょ う 。

　 恵方は「 南南東」 です。 恵方と は、 その年の

福徳を 司る 神様「 歳徳神」 いる 方角で、「 万事

に吉」 と さ れていま す。 恵方参り と は正月に恵

方にある 神社やお寺に参拝する こ と であり 、 と

んど （ 焼き ） を 恵方に向かっ て倒すこ と は神事

であり 、 節分には恵方に向かっ て太巻き を 無言

で丸かじ り する 習慣も あり ま す。

　 その節分ですが、 そも そも 節分と は季節の分

かれ目のこ と で立春・ 立夏・ 立秋・ 立冬の前日

で年に 4 回あり ま す。2 月の節分は立春の前日、

春がはじ ま る 節目と し て豆ま き し たり 鰯を食べ

たり の習わし が残っ ていま す。

　 と か、 う んち く を 垂れたいわけではなく て、

A I・ ChatGTP・ BIM・ Instagram ・ イ ン バウ ン

ド ・ 外国人雇用、 こ の60年、 日本の（ 世界の）

変化は凄ま じ い。 新し く 取り 入れる も のが多す

ぎて、 日本の文化・ 習わし ・ 言い伝え・ 迷信と

か何か大切なも のを 失く し てし ま いそう な不安

にも 駆ら れま す。

　 新し いこ と にも 精通し つつ、 日本の風情を 忘

れない粋なジジイ であり たいと 思う 私は、 丙午

生ま れの今年が還暦であり ま す。

　 2026 ― ひと り ごと ―

理事・ アサヒ 装飾㈱　 吉　 岡　 　 　 誠　

QRコ ード です。
スマホで読み取っ
てく ださ い。
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　 　 　 広装協　 ⑥

　 令和 7 年10月15日、 第 2 回若手研修会が㈱サン

ゲツ 広島ショ ールーム で、 13時から 17時30分ま で

開催さ れま し た。

　 本研修会は、 業界で働く 若手社員の育成と 交流

を 目的と し て企画さ れたも のです。 近年、 各事業

所では新入社員や若手社員の人数が少なく 、 社内

だけ では十分な 交流の機会を 持つこ と が難し く

なっていま す。 そこ で、同業他社の同世代が集い、

気軽に相談し たり 、 笑顔で語り 合っ たり でき る 場

と し て、 本研修会が設けら れま し た。

　 今回の研修会には、 初めて参加さ れた方と 第 1

回から 継続し て参加さ れている 方がおり 、 立場や

経験の異なる 若手同士が自然に交流でき る 、 和や

かな雰囲気と なり ま し た。 互いの知識や経験に触

れる こ と で良い刺激を 受け、 日々の業務への意欲

を 高める き っ かけになったのではないかと 感じ ま

若手研修会レポート

副理事長　 事業委員会　 MA -DO㈱　 池　 田　 君　 美　

す。 ま た、 各事業所単独では実施が難し い専門的

な内容についても 、 合同で学ぶこ と で理解を 深め

る 貴重な機会と なり ま し た。

　 当日は、 ク ロ ス 糊・ シーラ ー・ プラ イ マーの基

礎知識や不具合対応についてコ ニシ株式会社の中

辻弘晃さ ん、 窓廻り に関する 研修ではカーテンの

倍率についてM A -DO㈱の池田君美、 床材・ 床糊

の選定や割付については有限会社ス ペース ・ デコ

の吉岡猛さ んよ り 、 それぞれ丁寧な解説が行われ

ま し た。

　 座学だけでなく 、 実際に商材を手に取り 、 現場

を 想定し な がら 学べる 実践的な 内容で進めま し

た。 18時から の懇親会では、 会社や業態の垣根を

越え、 終始和やかな雰囲気の中で交流が深めら れ

ま し た。 本研修会を通じ て生ま れたご縁が、 5 年

後、 10年後も 続き 、 と も に業界を支え合いながら

成長し ていける こ と を 願っていま す。

的な仕様です。 ス ト レ ッ チ配合で下地追従性が高

く 、 ひび割れを防ぎ、 冬場の寒冷地施工でも 安心

です。 通常ビ ニル壁紙比で剥がし やすさ が抜群の

ため、リ フ ォ ーム時の撤去作業がス ムーズになり 、

次の工程への移行が早ま り ま す。 表面強化・ 耐ク

ラ ッ ク ・ 抗菌の 3 大機能を 全点搭載し 、 選べる 追

加機能（ 撥水・ 抗ウ イ ルス など ） も 充実。 施工効

率アッ プと 長期美観維持を 両立し ており ま す。

　 長年、 貴室内装飾組合の賛助会員と し てお仲間

に入れていただいていま すこ と を 、 心よ り 光栄に

存じ ま す。

　 今後と も 現場のリ ア ルな 声を 反映し た 商品提

案・ 施工サポート 情報を 積極的に提供し 、 皆様の

毎日の作業がよ り 効率的で快適になる よ う 全力で

お手伝いし てま いり ま す。

　 施工し やすく 、 仕上がり が美し く 、 長持ちする

壁紙のパート ナーと し て、 こ れから も 組合員の皆

様と 共に業界の発展を支えてま いり たいと 存じ ま

す。

　 引き 続き のご愛顧を賜り ま すよ う 、 心よ り お願

い申し 上げま す。
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　 今期も 、 職業能力開発協会主催の広島技能フ ェ

アに出店し ま し た。

　 協会と 連携し 、 も のづく り に触れる 機会を 提供

する こ と で、 技能の継承や業界の活性化・ 知名度

アッ プを目的と し ていま す。

　 令和 7 年11月12日　 広島産業会館にて、 小学生

から 高校生他一般参加者を 対象に壁紙を 使っ た時

計作り を実施し ま し た。

　 我々に関連する 建築関係の主な参加団体は、 左

官業協同組合・ エク ス テリ ア協会・ 畳組合・ 外壁

補修工事業協同組合・ タ イ ル商工業組合・ 造園組

合連合会・ 塗装工業会・ 瓦工事業組合連合会・ ガ

ラ ス 施工高等職業訓練校など です。

　 時計作り は今回で 2 回目と なり ま す。 前回の反

省点を 活かし て準備に取り 組みま し た。 協会から

の期待値が高いのか、

今 回 は か な り 広 い

ブース を 提供し て頂

けま し た。 1 度に24

名作業出来る ス ペー

ス を 確保し ても 余る

サイ ズ だっ た ので、

組 合 作 成 のDVDを

流すス ペース も 確保

出来る ほど でし た。

　 今回も 運営に当た

り 、 組合員・ 賛助会

員から 多く の参加を

頂き あり がと う ご ざ

いま し た。 純粋な子

供たちの感性に触れ

て、 個性の際立つ作

品を 多く 目にする 機

会と なり 、 自分自身

にと っても 良い刺激

と なったのではない

かと 思いま す。

　 簡単な時計作り で

すが作業時間に個人

差があり 、 こ だわっ

て作る 方はレ イ アウ

ト や文字盤作り にか

なり の時間を 有し て

いま し た。 そのため、 文字盤を 描く ス テン シルが

不足し てし ま いご迷惑を 掛ける 場面も あり ま し た

ので、 ス テンシルの増量が次回への課題です。 ま

た、 材料不足で早く 店じ ま いと なっ てし ま い来場

者にご迷惑を掛けてし ま ったのも 今回の反省点で

す。

　 参加し て頂いた皆様、 忙し いなか本当にあり が

と う ございま し た。

　 次回も 是非参加し て頂き 、 業界の知名度アッ プ

に向けて頑張り ま し ょ う 。

　 全体来場者数1807名、 う ち当ブース 来場者135

名でし た。

　 ま た 壁紙サン プルを 提供し て 頂いた メ ーカ ー

様、 ご協力あり がと う ございま し た。

第4 2 回広島技能フ ェ アへの出展

　 　 理事　 事業委員長　 ㈲ス ペース ・ デコ 　 吉　 岡　 　 　 猛　

　 令和 7 年 9 月27日（ 土） は爽やかな晴天に恵ま

れ、 賀茂カン ト リ ー倶楽部にて、 30名の参加者に

お集ま り いた だき ゴ ルフ コ ン ペが開催さ れま し

た。 42歳から 84歳ま で、 幅広く 、 お集ま り いただ

き 、懇親を 深めて頂き ま し た。 ゴ ルフ を 通し ての、

懇親も お互いの別の面を みら れて、 ま た一致団結

し て、業界を盛り 上げていく 気運が高ま り ま し た。

　 なんと ベス ト グロ ス は最年長の村井社長で、 ス

コ アは85でし た。

組合親睦ゴルフ コ ンペ開催

　 　 理事・ 総務委員長　 青山装飾㈱　 青　 山　 和　 之　
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　 教育情報委員会にて作成し てき た「 イ ンテリ ア

壁装指南書」（ パテ編） が、完成いたし ま し たので、

組合ホーム ページの会員専用ページから 、 ご覧く

ださ い。（ ID、 passw ordが必要で

す） 入社の 浅い社員さ ん に、 見

て も ら い活用し て 頂き た いと 思

いま す。

（ 動画第 1 弾「 イ ンテリ ア壁装指南書」（ 施工編）

も 、 同じ 場所に掲載し てあり ま す。）

動画第2 弾・ イ ンテリ ア壁装指南（ パテ編）、 完成

　「 日装連イ ン テ リ ア デコ レ ータ ー資格」 が、

2023年 3 月に正式に社内検定資格と し て厚生労働

大臣から 認定さ れま し た。「 日装連イ ン テリ ア デ

コ レ ータ ー制度」 は、 イ ン テリ ア工事における 企

画設計力（ 提案、 見積も り ） と 施工管理能力（ 知

識、 段取り ）、 顧客接遇力（ 施工後の出来上がり

の説明、 材料の選定） の向上を 目的に、 作ら れて

いま す。 準国家資格であり 、 取得後は、 厚生省認

定のロ ゴマーク が使用可能になり ま すので、 お客

様へのPRにお使いいただけま す。 ID検定は、 学

科試験（ 建築関連知識）、 実技試験（ 内観パース 、

プレ ゼンボード 、 工事見積書など の作成） の 2 つ

で採点さ れま す。 2025年度学科試験は県単位で昨

年 9 月10日、 実技試験は中国ブロ ッ ク 単位で10月

23日実施さ れま し た。

　 今年2026年度は、 ID検定試験は、 学科 9 月第

2 水曜日、 実技10月下旬に開催予定です。

　 尚、 旧ID（ 内装士） 資格保持者の方は、 学科

は免除と な り ま す。 詳し く は組合のHPへ順次掲

載し ていく 予定なので、 ご覧く ださ い。

　 組合では、 ID社内検定取得を 推進し て おり ま

す の で、

ご 希望の

方は組合

へお問い

合わせよ

ろ し く お

願いし ま

す。

日装連ID 社内検定試験実施

2025年度広島組合受検者　 2 名

合格者 1 名（ 実技、 学科（ 免除含む） 共）

番号 氏　 名 事業所

１ 吉　 川　 栄　 子 ㈱プラ ナ

　 令和 7 年11月19日　 日装連青年部次世代委員会

（ 青山和之委員長） は、「 全国青年部代表者会議

～交流から 広がる 、 次世代への一歩～」 を 開催、

全国から 57名の若手組合員が参加し た。 北海道、

岩手、青年部は高校への出前授業、愛知青年部は、

養護施設への支援事業を 行っ た成果を 発表し た。

ま た、 青山委員長と 青年部によ る 、［ 未来の主役

たちにイ ン タ ビ ュ ー］ が行われた。（ 詳細は日装

連新聞に記載） 会議後、 行われたアン ケート 結果

で、 興味深いも のを 掲載し ま す。

全国青年部代表者会議　 ～交流から 広がる次世代への一歩～
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2025年度 全国青年部代表者会議　 参加者アンケート 結果

★参加者48名　 回答者38名

【 設問 1 】

　 所属事業所の経営にお

　 ける現在の大き な課題
　 は？

【 設問 9 】
　  日装連青年部・ 次世代

委員会が情報共有の場
になればと 考えており

ます。
　  今後、 当委員会でどの

よう なテーマの勉強会

や交流会があれば参加
し たいですか？

【 設問12】

　  参加し たいと 思えるブ

ロッ ク 青年部会の活動
内容は？

　（ ※最大３ つまで）

全国青年部代表者会議に参加し て

青年部会　 部会長　 ㈲セラ ケン サービ ス 　 世　 良　 和　 彦　

： 次世代員会において は会議体も DX化が進み、 集計やア ン ケ ート など 見習う も のがあ り ま し た。

各単組の活動も 活発になっ ており 、 広島の活動から の派生は毎年増えている と 感じ ていま す。 同

じ 出前授業でも 各都道府県の特性があり 、 非常に参考になり ま し た 。 各都道府県、 各ブロ ッ ク 単

位の交流を 活発にする こ と で新たな活動に繋げていき たいと 感じ ま し たし 、 オブザーバーでも 若

手の参加を 促し ていき たいと おも いま す。

2025年度 全国青年部代表者会議 参加者アンケート結果
★参加者４８名 回答者３８名

【設問１】所属事業所の経営における現在の大きな課題は？

（その他、２件）◆若手・幹部・技能者、それぞれの育成
◆業界統一の見積書の作成をしたい

【設問９】日装連青年部・次世代委員会が情報共有の場になればと考えております。
今後、当委員会でどのようなテーマの勉強会や交流会があれば参加した
いですか？

【設問12】参加したいと思えるブロック青年部会の活動内容は？
（※最大３つまで）

全国青年部代表者会議に参加して セラケンサービス 世良和彦 青年部会長

：次世代員会においては会議体もDX化が進み、集計やアンケートなど見習うものがある
：各単組の活動も活発になっており、広島の活動からの派生は毎年増えていると感じる
：同じ出前授業でも各都道府県の特性があり、非常に参考になる
：各都道府県、各ブロック単位の交流を活発にすることで新たな活動に繋げていきたい
：オブザーバーでも若手の参加を促していきたい

【設問12】参加したいと思えるブロック青年部会の活動内容は？
（※最大３つまで）

全国青年部代表者会議に参加して セラケンサービス 世良和彦 青年部会長

：次世代員会においては会議体もDX化が進み、集計やアンケートなど見習うものがある
：各単組の活動も活発になっており、広島の活動からの派生は毎年増えていると感じる
：同じ出前授業でも各都道府県の特性があり、非常に参考になる
：各都道府県、各ブロック単位の交流を活発にすることで新たな活動に繋げていきたい
：オブザーバーでも若手の参加を促していきたい
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　 日本室内装飾事業協同組合連合会中国ブロ ッ ク

会と 中国地方整備局建政部によ る 意見交換会が、

令和 7 年12月 4 日、 広島市内の中国地方整備局で

開催さ れた。 会合には、 日装連中国ブロ ッ ク 会の

関係者と 、 中国地方整備局の建政、 企画、 営繕各

部門の担当者が出席し 、 建設業界が直面する 課題

や今後の施策について幅広く 意見を 交わし た。

　 冒頭、 地方整備局側から は、 内装仕上げ工事分

野における 技術・ 技能の向上や人材育成、 災害時

の迅速な対応など 、 専門工事業者が地域の守り 手

と し て果たし てき た役割に対し 、 日頃の協力への

謝意が示さ れた。 あわせて、 建設業界全体が抱え

る 深刻な担い手不足を 喫緊の課題と し て挙げ、 働

き 方改革の推進、 適正な工期設定と 平準化、 週休

2 日の確保、 労務費基準の整備、 建設Gメ ン によ

る 取引実態調査、 建設キ ャ リ ア ア ッ プシ ス テ ム

（ CCUS） の普及促進など 、 現在進めら れている

国の取組が紹介さ れた。

　 こ れに対し 日装連中国ブロ ッ ク 会側から は、 継

続的な意見交換の場が設けら れている こ と への感

謝が述べら れる と と も に、 内装業界を取り 巻く 厳

し い経営環境について問題提起がなさ れた。 材料

価格の高止ま り と 価格転嫁の難し さ 、 人手不足や

技能労働者の高齢化、 国の施策や制度が現場の末

端事業者ま で十分に行き 届いていない現状など が

課題と し て挙げら れ、 業界団体と し て課題解決と

適正な 施工体制の確立に取り 組む姿勢が示さ れ

た。

　 会合ではこ のほか、建設業法改正の背景と 概要、

今後のス ケジュ ール、 労務費を明示し た見積書の

普及、 CCUSの活用促進策、 注文書・ 請書によ る

国土交通省中国地方整備局建政部と の意見交換会

理事　 広報渉外委員長　 ㈱エムズワ ン　 蓑　 田　 浩　 士　

契約締結手続き 緩和に関する 通達改正について説

明が行われた。 あわせて、 中国ブロ ッ ク 各県組合

から は、 技能検定の合格率向上を目的と し た講習

会の実施、 若手育成研修、 学校と 連携し た職業体

験や出前授業など 、 人材育成や業界理解促進に向

けた取組状況が報告さ れた。

　 ま た、 日装連側から は、 法定福利費を取引価格

と は別枠で計上し 、 確実に確保する ための指導徹

底を 求める 要望が出さ れたほか、 労務費の価格転

嫁が十分に進んでいない現状について指摘があっ

た。 こ れに対し 地方整備局側は、 改正建設業法の

施行を踏ま え、 見積書の内訳確認や発注者への周

知・ 指導を 強化し 、 適正な取引環境の確保に努め

る 考えを 示し た。

　 意見交換では、 団体協約の活用、 人材・ 後継者

不足対策、 健全な競争環境の実現など についても

議論が行われ、 官民が連携し て建設産業の持続的

発展に取り 組む重要性を 共有し 、会合は終了し た。

宮島工業高校　 体験授業レポート

青年部会　 理事　 ㈲西村工業　 西　 村　 泰　 典　

　 令和 7 年10月、 宮島工業高校の建築科 2 年生を

対象に、 壁装と 、 木質系床仕上げの体験授業を 行

いま し た。

　 木質系床仕上げについては、 宮島工業高校希望

の「 エアー工具を 利用し た施工体験、 ヘリ ン ボー

ン の施工体験、 宮島工業高校建築科の卒業生によ

る 2 級技能士の実演」 を 行いま し た。

　 毎年行っ ている 、 エアー工具を利用し た施工体

験、 ヘリ ン ボーン 施工では、「 ス ラ イ ド 丸鋸の扱

い方、 エアー工具の取り 扱いの注意点」 を 怪我の
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ないよ う 詳し く 説明をし 、 実技を 含めた施工体験

を 行いま し た。

　 宮島工業高校建築科の卒業生によ る 2 級技能士

の実演では、 解説加えながら の作業で、 卒業生の

実演と 実力を し っ かり みても ら い、 室内装飾につ

いて改めて知っていただく 機会になっ たと 思いま

す。

　 毎年恒例で宮島工業高校のフ ロ ーリ ン グの体験

授業を さ せて頂いている ので、生徒や先生方にも 、

内装業の認知度が上がっ てき ている と 思いま す。

　 次年度も 、 フ ロ ーリ ン グの体験授業を よ ろ し く

お願いし ま す。 と お言葉を 頂き ま し た。

青年部会　 卸街まつり 参加

青年部会　 副部会長　 ㈱中山装飾　 渡　 辺　 和　 也　

　 令和 7 年12月 6 日、 7 日の 二日間で 商工セ ン

タ ーの卸街ま つり に、 青年部と し て出店をさ せて

頂き ま し た。 出店の商品と し て、 各会社から メ イ

ン のタ イ ルカーペッ ト や、 床シート ・ 塩ビ タ イ ル

等を集めま し て、 商品と し て販売を致し ま し た。

　 開始時間が10時から と なっている のですが、 9

時半前には毎年来て下さ っ ている お客様が来ら れ

て、 品定めを し ておら れま す。 例年の事ですが、

現品限り になる ので、 10時前には人手が足り ない

ぐ ら いのお客様になり 、 あっと いう 間の 1 時間が

過ぎま す。 去年も 来て別の部屋にタ イ ルカーペッ

ト を 敷き たいと いう お声や、 SNSを 見て自分で施

工し たいと いう 様々なお客さ ま にご来店いただい

たおかげで、 全ての商品を完売する 事が出来ま し

た。今回も 寒い中での出店になり ま し たが楽し く 、

部会員と の交流にも なり ま し た。 今年も 結束力さ

ら に高めて頑張り ま し ょ う 。

　 今後と も 、 宮島工業高校の生徒や先生の希望に

沿っ た臨機応変な体験授業ができ ればと 思っ てい

ま す。

広島県立総合技術高等学校　 職業体験授業

青年部会　 理事　 ㈱イ ンテリ アヒ ロ 　 佐 々 木 　 　 健　

　 令和 7 年10月29日（ 水） 広島県立総合技術高等

学校で、 環境設備科生徒27名　 装飾組合青年部会

9 名にて、 内装仕上げの技能を 伝える 職業体験授

業を実施し ま し た。 内容は、 青年部会メ ンバーに

よ る 「 ク ロ ス 貼り 実演・ 施工体験」 と 、 壁紙の端

材を再利用し た「 ク リ アフ ァ イ ルホルダー製作」

の二部構成です。

　 本授業は毎年継続し て 実施し て おり ま すが、

年々ク ロ ス に対する 認知度は高ま ってき ている と

感じ ま す。 と はいえ、 実際の施工風景を 目にする

のは初めての生徒がほと んど であり 、 皆一様に興

味を示し 、 意欲的に取り 組んでいま し た。 こ う し

た興味を、 いかに実際の就職や業界の未来へと 繋

げていく かが、 今後の重要なテーマであり 、 課題

になってく る かと 思いま す。
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組合から のお知ら せ

◦  令和 8 年通常総会

　 　 日時： 令和 8 年 5 月29日（ 金）

　 　 　 　 　 　 午後 4 時00分よ り 開催

　 　 会場： リ ーガロ イ ヤルホテル広島

　 　 　 　 　 　 広島市中区基町6-78

　 　 ※正式な ご 案内は、 総会議案書と 一緒に 5

月上旬送付予定です。（ 正組合員のみ）

◦ 令和 8 年度技能検定試験

　 実技試験を 8/1（ 土）、（ 壁装、 床プラ 、 化粧フ ィ

ルム 共） 学科試験8/30（ 土）（ 床プラ 、化粧フ ィ

ルム ）、 9/6（ 壁装） を 予定し て おり ま す。 申

し 込み案内は 3 月初旬にご 案内いた し ま すの

で、 3 月中での申し 込みお願いし ま す。

◦ 防火壁装防炎業務講習会

　 8/27（ 木） 広島RCC文化センタ ー（ 午前、午後）、

8/28（ 金） 備後地域地場産業振興セン タ ー（ 午

前） を 予定し て おり ま す。 ご 案内は 6 月に出

し ま すので、 該当さ れる 方は、 申し 込みよ ろ

し く お願いし たし ま す。

◦ 広島県共済の取り 扱いを し て おり ま す。 新し

く 「 エード 」 と いう 商品が出ま し たので、 HP

を ご 参考にし て頂き 、 加入検討、 質問の方は、

中 国 ブ ロ ッ ク 青 年 部 会 議

青年部会　 部会長　 ㈲セラ ケン サービ ス 　 世　 良　 和　 彦　

　 青年部会活動と し て、 日装連次世代委員会に引

き 続き 中国ブロ ッ ク 青年部会議に参加し てき ま し

た。 こ の会議は中国5県の持ち 回り で開催さ れ、

今年は島根県開催で松江の地へ赴き ま し た。

　 松江では朝ド ラ で注目を 浴びている 小泉八雲の

資料館や松江城など の見学をし たのち、 島根県立

美術館内のレ ス ト ラ ンにて会議を 行いま し た。 会

議は各県の活動報告や問題点を 出し 合い、 共通の

問題や今後の課題と し て単組青年部会の活動へつ

なげていく 形で行われま し た。

　 島根組合青年部では小学生を 対象と し たも のづ

く り 体験や工業高校授業など 広島組合青年部会と

共通する 活動も 多かったですが、 一方、 鳥取や岡

山ではなかなか単組での活動がなく 、 山口青年部

も 年齢制限の撤廃を考える など 、 青年部と し ての

活動を制限せざる を得ない状況が多く みら れま し

た。

　 意見交換会において島根県の若手会員様から の

質問で「 青年部会へ入会する メ リ ッ ト 」 を 聞かれ

たこ と は、 あら ためて深く 考えさ せら れる 問いで

し た。 部会活動によ っ て生み出さ れる 成果と は別

に、 考え、 決断する 事は自身の成長へ必ず寄与し

ている と 思いま す。 各単組青年部が抱える 問題を

少し でも ブロ ッ ク 会で共有し 、 全国の青年部と も

問題を共有し ていく 事は、 青年部活動で成果を残

す以上に、 得ら れる も のは大き いと 感じ ま し た。

組合ま でお問い合わせく ださ い。

◦ 一人親方労災保険特別加入共済会の取り 扱いを

し ており ま す。 お気軽に組合へお問い合わせく

ださ い。

◦ 壁装ラ ベルW EB申請に関し て、 順次組合ホ ー

ム ページで紹介し ていき ま すので、 確認よ ろし

く お願いし ま す。 ま た、 そ の 他

お知ら せも 順次載せていき ま す。

右のQRコ ード から 、 ア ク セス で

き ま すので、 是非ご覧く ださ い。

編　 集　 後　 記

広報・ 渉外委員長　 　 蓑　 田　 浩　 士

　 今号の広装協NEWSは締切期限の短い中、 寄

稿し てく ださ っ た皆様には大変感謝申し 上げま

す。 理事長を はじ め役員の皆様、 青年部会、 各

委員会の皆様の真摯な組合活動のおかげも あり 、

今号も 色々な 記事を 掲載する こ と が出来ま し

た。 新し い情報と し ま し て は壁装ラ ベルWEB

申請についてご紹介でき たのも よ かったです。

　 新事務局長と は初の広装協NEWSでし たが、

良いも のが出来たと 思いま す。

　 あり がと う ございま し た。


